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○調査結果から見る高齢者施設への期待 資料２－２

介護支援専門員
を代表する者

髙村　友紀 委員からの説明

「広報ながれやま」の力が素晴らしいですね。地域のために役に立ちたいと思っている方
がたくさんいらっしゃることがアンケートで分かったこと、また、介護保険について制度
の名前は知っていても内容や利用の仕方がわからないといった回答が予想より多かったこ
と、この二点に注目しました。地域の主任ケアマネジャーが町内会の集まりなどに出向い
て介護保険を具体的に説明していくなど、積極的にアプローチして地域づくりやネット
ワークづくりを出来ることから始めるべきと思いました。

介護予防に関す
る専門的な知識
を有する者

渡辺　恵 委員からの説明
実態調査から、高齢者の口腔機能低下が運動機能より先に自覚がある事、聞こえの問題が
あっても対応している数値が低い、外出機会の減少問題。これらに対応する地域つくり、
参加する先が必要で幾つも施策が高齢者の健康寿命を延ばす一助になると期待します。

流山市の歯科医
師会を代表する
者

君山　敬子

家族の形や思いが複雑化することで、単純に在宅良し！とはいかない場面もあると思いま
すが、それでも住み慣れた環境で生涯を過ごしたいということは念願と思います。介護者
家族に迷惑をかけてしまうのではないかという心の枷をはずせば、その思いはもっと大き
な数字となるようにも感じます。今後も事態を踏まえながら高齢者増加に対応できるよう
にと思います。

○地域包括支援センターの機能強化 資料２－３

介護支援専門員
を代表する者

髙村　友紀 委員からの説明
数えきれないほどの良い制度がありますが、必要な方に必要な情報が届いているか疑問で
す。せっかくの制度、有効活用していただき流山市をさらに活性化させるために何をすべ
きか考える必要性を感じました。

流山市の歯科医
師会を代表する
者

君山　敬子

相談内容が多様化していることは、これからも深刻化が進むように思いますし、専門職を
配置できたことはとてもよかったと思います。周知ということも浸透していると感じます
が、とにかくなんでも相談できるということは、高齢者や介護者を孤立させないためにも
重要と思います。

○地域密着型サービスの推進 資料２－４

介護支援専門員
を代表する者

髙村　友紀 委員からの説明
様々な介護保険サービスが確立している中で、介護を担う人材不足が深刻。制度が整って
も人材が不足していれば稼働できなくなり何の意味もなくなることに危機感を覚えます。

介護予防に関す
る専門的な知識
を有する者

渡辺　恵 委員からの説明

R3.4年度の数値比較は大きな上昇がないが、3年と5年の比較になると上昇すると推測しま
す。要支援者を要介護者にならないようできるだけ遅らせる、勿論改善する手立てがあれ
ば良いと思います。

Ｐ１９　（６）介護人材に関する施策の推進
介護人材は事業所の存続や高齢者受け入れにかかわる問題です。市独自の補助を設けて努
力されていること。引き続き市の取り組みの継続をお願いしたいと思います。

流山市の歯科医
師会を代表する
者

君山　敬子 委員からの説明

地域密着型サービスは、今後在宅で永く生活する上で、サービスが充実していくことが重
要と感じます。
②地域密着型通所介護の実績が減少しているのは、新型コロナによる影響でしょうか？そ
のような事態にも対応できるようにと思いました。

○その他

流山市内の介護
保険サービス提
供事業者及び地
域サービスを提
供する団体を代
表する者

鈴木　美智子

・流山市の高齢者を取り巻く現状と課題
・地域ぐるみ支えあい体制づくり
・高齢者を支える介護体制づくり
拝見しました。これに基づいてそれぞれの体制づくりをされることを期待しています。

令和５年度第２回流山市地域包括支援センター及び地域密着型サービス運営協議会

事前意見一覧

介護保険の被保
険者またはサー
ビス利用者

紺野　好美 委員からの説明

Ｐ.２１　イ)介護が必要となったときに望む暮らし方等

本人だけの望みだけでなく、介護者の望み強化にも取り組むというのを明確にした方が良
いのでは。

資料２－５


